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［
解
　
　
題
］

栃
木
市
岩
舟
町
静
所
在
天
台
宗
岩
船
山
高
勝
寺
所
蔵
『
下
野
州
岩
舩
山
縁
起
』（
一

巻
）
及
び
『
岩
舩
山
地
藏
菩
薩
縁
起
』（
全
五
巻
）
に
つ
い
て
、
そ
の
翻
刻
文
を
示
し
、

全
巻
の
影
印
を
掲
出
紹
介
す
る1
。
右
拙
業
を
海
容
せ
ら
れ
た
高
勝
寺
住
職
旭
岡
知
徳
師

に
深
甚
の
謝
意
を
奉
る
。

　
　
　
　
　
　
※

『
下
野
州
岩
舩
山
縁
起
』
は
巻
子
装
一
巻
。
紙
本
墨
書
。
萌
黄
色
布
表
紙
に
金
粉
散

金
色
紙
の
見
返
が
あ
る
。
表
紙
に
書
名
が
な
く
、
打
付
の
墨
痕
も
題
簽
が
存
し
た
痕
跡

も
な
い
が
、
銀
界
が
施
さ
れ
た
料
紙
の
巻
頭
に
「
下
野
州
岩
舩
山
縁
起
」
と
あ
っ
て
、

こ
れ
が
原
書
名
と
思
わ
れ
る
。
縁
起
文
は
和
風
漢
文
体
の
い
わ
ゆ
る
真
名
本
で
、
巻
末

に
以
下
の
奥
書
が
あ
る
。

Ｅ
岩
舩
山
地
蔵
薩
埵
者
我
寺
大
山
寺
之
与
本
尊
一
躰
分
身
之
㫖

傳
Ｙ
焉
年
Ｕ
叅
詣
之
志
ｅ
有
之
不
得
時
黙
止
矣
然
處
寛
文

丁
　
　
未
夘
⺼
　
大
猷
院
殿
就
御
法
事
日
光
登
山
之
砌
Ｉ
帰
路
於
佐
野

郷
里
攀
Ｅ
山
拜
尊
像
祈
二
丗
悉
地
矣
爰
别
當
遵
海
自
畴
昔
Ｈ
有

緣
起
持
Ｕ
而
令
見
之
即
閲
紙
筆
破
壊
鳥
跡
不
正
文
字
轉
誤
烏
馬
有
惑

不
堪
嘆
息
新
思
令
書
冩
以
帰
寺
既
以
權
大
納
Ｊ
通
茂
卿
中
院
啓
照
髙
院
ｊ
道晃

則
被
染
紫
毫
仍
Ｅ
山
令
施
入
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伯
州
大
山
寺
學
頭
兼
檀
那
院

　
　
　
寛
文
十
庚戌
年
三
⺼
十
五
日
　
　
　
　
　
　
僧
正
胤
海

　
右
奥
書
の
主
意
は
、「
岩
舩
山
の
地
蔵
菩
薩
は
わ
が
領
す
る
伯
州
大
山
寺
の
本
尊
と

一
体
分
身
と
伝
え
聞
い
て
い
る
。
以
前
か
ら
参
詣
の
志
は
あ
っ
た
が
、
時
機
を
得
ず
果

た
せ
ず
に
い
た
。
そ
れ
が
寛
文
七
年
四
月
に
大
猷
院
殿
の
回
忌
法
要
参
仕
の
た
め
日
光

山
に
登
っ
た
砌
、
帰
路
を
佐
野
郷
に
と
っ
て
岩
舩
山
に
攀
り
、
本
尊
地
蔵
菩
薩
を
拝
し

て
二
世
の
悉
地
を
祈
っ
た
の
だ
。
そ
の
折
、
岩
舩
山
別
当
遵
海
か
ら
疇
昔
よ
り
所
有
し

て
い
る
と
い
う
『
緣
起
』
を
見
せ
ら
れ
た
の
だ
が
、
し
か
し
そ
の
料
紙
は
破
損
し
、
文

字
も
正
し
か
ら
ず
誤
写
も
あ
る
こ
と
に
当
惑
歎
息
し
た
。
そ
こ
で
こ
れ
を
新
調
す
る
こ

と
を
思
い
立
ち
、『
緣
起
』
を
書
写
し
て
寺
に
持
ち
帰
り
、
中
院
権
大
納
言
通
茂
卿
を

介
し
て
、
聖
護
院
門
跡
照
髙
院
宮
道
晃
法
親
王
を
啓
し
て
紫
毫
染
筆
を
請
う
た
。
今
般

そ
の
調
巻
が
成
っ
た
の
で
岩
舩
山
高
勝
寺
に
施
入
し
た
次
第
で
あ
る
。」と
解
せ
る
か
ら
、

こ
の
一
巻
は
伯
州
角
磐
山
大
山
寺
学
頭
兼
比
叡
山
檀
那
院
主
の
実
成
院
胤
海
僧
正
に
よ

っ
て
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
三
月
十
五
日
に
高
勝
寺
に
施
入
さ
れ
た
も
の
と
知
れ
る
。

胤
海
（
一
六
一
三
―
一
六
八
九
）
は
南
光
坊
天
海
（
一
五
三
六
―
一
六
四
三
）
の
子
飼
の

弟
子
で
、
後
年
『
慈
眼
大
師
縁
起
絵
巻
』
を
撰
し
て
師
天
海
の
行
実
を
伝
え
た
人
で
あ

る
。
医
学
家
施
薬
院
家
三
代
で
徳
川
初
代
将
軍
家
康
の
侍
医
だ
っ
た
宗
伯
（
一
五
七
六

―
一
六
六
三
）
を
父
に
持
ち
、
妹
の
森
は
四
代
将
軍
家
綱
に
仕
え
た
名
門
で
、
家
康
以

来
将
軍
入
洛
時
に
は
宗
伯
宅
で
朝
服
に
改
め
る
の
が
慣
例
だ
っ
た
。
胤
海
は
長
子
嫡
男

で
は
な
く
、
施
薬
院
家2
初
代
宗
全
が
も
と
叡
山
天
台
宗
僧
で
あ
り
、
父
宗
伯
が
天
海
と

昵
懇
で
あ
っ
た
こ
と
が
出
家
の
由
因
で
あ
ろ
う
。
右
記
の
ほ
か『
元
三
大
師
縁
起
絵
巻
』 

『
念
佛
悉
地
Ｇ
』
等
著
書
や
家
集
が
あ
り
多
才
だ
っ
た
。
そ
の
行
業
は
『
東
叡
山
子
院

現
住
法
脈
Ｇ
』『
東
叡
山
寛
永
寺
子
院
歴
代
年
譜
』『
東
叡
山
寛
永
寺
子
院
歴
代
主
僧

記
』『
大
山
寺
本
院
西
楽
院
要
用
雜
録
』
等
3々
に
よ
っ
て
そ
の
凡
そ
を
知
り
得
る
。

〔
資
　
　
料
〕

『
下
野
州
岩
舩
山
縁
起
』『
岩
舩
山
地
藏
菩
薩
縁
起
』
影
印
と
翻
刻

関
　
口
　
靜
　
雄

学
苑
・
資
料
紹
介
特
集
号
　
第
九
六
一
号
　
二
一
六
〜
二
七
六
　（
二
〇
二
〇
・
一
一
）
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寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
四
月
、
胤
海
は
念
願
の
岩
舩
山
参
詣
を
果
し
た
の
だ
が
、

そ
れ
は
大
猷
院
す
な
わ
ち
三
代
将
軍
家
光
公
の
十
七
回
忌
法
要
参
仕
の
帰
途
で
あ
っ
た
。

胤
海
は
す
で
に
同
五
年
四
月
に
も
日
光
山
に
登
り
、
東
照
神
君
五
十
回
忌
法
要
に
参
仕

し
て
い
る
が
、
そ
の
時
は
導
師
梶
井
宮
最
胤
の
手
代
と
い
う
重
役
で
あ
っ
た
の
で4
、
帰

途
に
も
余
裕
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
度
の
岩
舩
山
参
詣
で
は
大
山
寺
本
尊
の

分
身
と
い
う
地
蔵
菩
薩
を
拝
瞻
後
、
当
山
二
世
別
当
遵
海5
か
ら
疇
昔
よ
り
所
有
と
い
う

『
緣
起
』
を
見
せ
ら
れ
た
の
だ
が
、
し
か
し
そ
れ
は
「
紙
筆
破
壊
鳥
跡
不
正
文
字
轉
誤
」 

な
状
態
で
嘆
息
に
堪
え
な
い
も
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
胤
海
は
新
調
を
思
い
立
ち
、『
緣

起
』
を
書
写
し
て
寺
（
檀
那
院
で
あ
ろ
う
）
に
持
ち
帰
り
、
中
院
通
茂
を
通
じ
て
照
髙

院
宮
道
晃
に
縁
起
本
文
の
清
書
染
筆
を
請
う
た
の
で
あ
る
。
権
大
納
言
中
院
通
茂6
（
一

六
三
一
―
一
七
一
〇
）
は
神
宮
伝
奏
・
武
家
伝
奏
を
務
め
た
公
卿
で
、
後
水
尾
天
皇
か
ら

古
今
伝
授
を
受
け
、
霊
元
院
歌
壇
を
指
導
す
る
な
ど
歌
道
に
名
が
あ
り
、
ま
た
有
職
故

実
・
書
道
・
音
楽
に
も
通
じ
た
博
識
の
人
物
だ
っ
た
。
胤
海
に
は
家
集
『
胤
海
百
首
和

歌
』
が
あ
り
、
後
水
尾
院
の
側
近
だ
っ
た
祖
父
通
村
の
こ
ろ
か
ら
深
い
交
流
が
あ
っ
た
。

照
髙
院
宮
道
晃
法
親
王7
（
一
六
一
二
―
一
六
七
九
）
は
聖
護
院
住
持
。
後
陽
成
天
皇
の
皇

子
で
、
聖
護
院
に
入
り
、
寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）
親
王
と
な
り
、
同
八
年
関
東
に
参
向

し
て
三
代
将
軍
家
光
を
加
持
し
た
。
の
ち
園
城
寺
長
吏
・
三
山
検
校
を
務
め
、
慶
安
元

年
（
一
六
四
八
）
の
東
照
宮
三
十
三
回
忌
に
は
日
光
山
で
法
華
八
講
の
証
義
を
勤
め
た
。

万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
白
川
御
殿
に
移
り
照
髙
院
と
号
し
、
茶
道
・
書
画
・
和
歌
を

能
く
し
た
。
胤
海
か
ら
染
筆
の
依
頼
が
あ
っ
た
こ
ろ
、
寛
文
七
年
に
は
入
木
道
・
古
今

伝
授
を
受
け
、
翌
八
年
に
は
園
城
寺
唐
院
で
道
寛
親
王
ら
に
伝
法
灌
頂
を
授
け
て
い
る
。

右
の
奥
書
の
通
り
と
す
れ
ば
、
胤
海
施
入
の
一
巻
は
高
勝
寺
現
蔵
『
下
野
州
岩
舩
山

縁
起
』（
一
巻
）
で
あ
り
、
そ
の
縁
起
本
文
は
照
髙
院
宮
道
晃
の
染
筆
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
一
巻
に
つ
い
て
云
々
す
る
む
き
は
揃
っ
て
こ
れ
を
胤
海
の
著
書
・
撰
述
と

唱
え
て
い
る
。
し
か
し
胤
海
の
奥
書
は
そ
う
と
は
云
っ
て
い
な
い
。
胤
海
は
閲
覧
し
た

遵
海
所
有
の
『
緣
起
』
が
破
損
し
本
文
に
不
備
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
新
た
に
清
書

調
巻
し
て
岩
舩
山
に
施
入
し
た
経
緯
を
記
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
胤
海
施
入
本
の
成

立
以
前
に
す
で
に
遵
海
疇
昔
所
有
の
『
緣
起
』
が
存
し
た
こ
と
は
重
ん
じ
る
べ
き
で
、

「
不
正
文
字
轉
誤
」
と
記
し
て
い
る
か
ら
胤
海
が
『
緣
起
』
本
文
に
手
を
加
え
た
こ
と

は
容
易
に
推
量
さ
れ
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
か
明
ら
か
で
は
な
い
。

胤
海
に
よ
る
加
除
修
正
は
推
量
の
ほ
か
な
い
が
、
奥
書
を
見
る
限
り
に
お
い
て
は
胤
海

を
著
者
・
撰
述
者
と
す
る
に
は
証
左
に
乏
し
く
、
現
況
正
鵠
に
は
校
訂
調
巻
者
と
み
て

お
く
べ
き
で
あ
る
。
な
お
現
伝
の
一
巻
に
は
表
紙
に
書
名
が
な
い
。
打
付
の
墨
痕
も
題

簽
の
剥
離
痕
も
な
く
、
表
紙
見
返
に
相
応
す
る
奥
巻
が
な
い
こ
と
な
ど
、
こ
れ
が
胤
海

施
入
原
本
で
あ
る
か
些
か
の
不
審
が
残
る
。
本
書
が
胤
海
施
入
原
本
と
す
れ
ば
縁
起
本

文
は
照
髙
院
宮
道
晃
の
染
筆
で
あ
り
、
そ
れ
と
筆
体
の
異
な
る
奥
書
は
胤
海
の
執
筆
と

考
え
ら
れ
る
が
、
奥
書
中
「
丁
　
　
未
夘
⺼
」
の
「
丁
」
字
に
書
き
改
め
た
痕
跡
が
あ
り
、

浅
学
門
外
漢
で
あ
り
、
照
髙
院
宮
道
晃
や
実
成
院
胤
海
の
自
筆
を
眼
前
し
た
経
験
も
な

い
の
で
俄
か
に
そ
の
真
偽
を
判
断
し
得
な
い
で
い
る
。

な
お
胤
海
は
寛
永
二
十
年
（
一
六
四
三
）
慈
眼
大
師
の
付
嘱
を
受
け
て
伯
州
大
山
寺

三
千
石
を
領
し
、
以
来
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
）
ま
で
凡
そ
三
十
八
年
間
住
職
位
に
あ

っ
た
。
そ
の
間
大
山
寺
は
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
と
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
に
火
災

に
遭
い
、
本
坊
・
中
門
・
大
日
堂
・
霊
像
権
現
社
等
々
を
悉
く
焼
失
し
て
い
る
。
胤
海

は
こ
れ
を
後
年
み
ご
と
に
再
営
し
た
の
で
あ
っ
て
、『
大
山
寺
本
院
西
楽
院
要
用
雜

録
』
は
寛
文
年
中
に
本
坊
・
大
日
堂
・
釈
迦
堂
・
霊
像
権
現
社
等
を
造
営
し
た
と
伝
え
、

『
東
叡
山
寛
永
寺
子
院
歴
代
年
譜
』
所
収
『
凌
雲
院
歴
代
傳
』
は
「
伯
州
大
山
本
社
曁

閣
社
。
不
レ
分
二
大
小
一
零
落
頽
破
ス
。
海
甞
痛
レ
之
。
遂
發
二
夙
志
一
咸
修
覆
竟
。」
と
胤

海
の
功
業
を
伝
え
て
い
る
。
大
山
寺
再
建
復
興
の
素
願
は
夙
く
か
ら
懐
い
て
い
た
と
思

わ
れ
る
が
、
そ
の
事
業
を
本
格
化
し
た
の
は
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
に
東
照
神
君
五

十
回
忌
法
要
で
大
役
を
果
し
、
翌
六
年
僧
正
に
任
じ
ら
れ
た
こ
ろ
か
ら
で
あ
っ
た
と
推

量
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
胤
海
に
と
っ
て
は
『
下
野
州
岩
舩
山
縁
起
』
の
校
訂
調
巻
施
入

も
大
山
寺
再
建
復
興
事
業
の
一
環
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
※

『
岩
舩
山
地
藏
菩
薩
縁
起
』
は
巻
子
装
五
巻
。
紙
本
着
色
絵
巻
。
紺
色
地
和
風
柄
の

布
表
紙
に
白
色
蓮
華
紋
様
の
見
返
が
あ
る
。
五
巻
す
べ
て
に
修
復
痕
が
顕
著
に
残
り
、

一
見
し
て
こ
れ
が
修
復
時
に
同
形
意
匠
の
装
幀
に
整
え
ら
れ
た
も
の
で
、
各
巻
表
紙
に

は
古
紙
の
題
簽
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
修
復
以
前
も
五
巻
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き

る
。
第
一
巻
巻
頭
に
「
下
野
州
都
賀
郡
駒
場
郷
岩
舩
山
來
由
」
の
内
題
が
あ
る
が
、
他

四
巻
に
は
そ
れ
が
な
い
。
こ
の
内
題
が
全
五
巻
を
蔽
う
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
で

あ
れ
ば
各
巻
表
紙
に
貽
る
題
簽
題
と
齟
齬
し
、
各
巻
料
紙
の
巻
頭
・
巻
尾
の
余
白
の
狭
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さ
は
料
紙
両
端
が
切
断
さ
れ
た
痕
跡
に
見
え
、
さ
ら
に
第
二
巻
末
尾
の
編
述
者
に
よ
る

細
字
注
記
の
一
節
に
「
是
よ
り
次
の
段
霊
験
利
益
の
品
〻
」
と
あ
っ
て
、
各
巻
各
段
は

内
容
構
成
を
十
分
配
慮
し
て
作
成
さ
れ
た
様
子
が
窺
え
る
か
ら
、
お
そ
ら
く
修
復
以
前

の
原
本
に
は
各
巻
ご
と
に
内
題
が
付
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
量
さ
れ
る
。
第
五
巻
巻
尾

に
奥
書
が
あ
る
。
詞
書
本
文
の
筆
体
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
筆
体
で
、

延
享
改
元
甲
子
年
八
⺼

　
　
　
　
　
　
　
兼
當
山
别
當
職
東
Ｋ
山
等
覺
院

　
　
　
　
　
　
　
第
十
五
世
見
住
常
玄
謹
誌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
執
毫
　
北
山
平
洲
橘
　
友
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画
工
　
吉
田
伯
川
藤
原
因
定

と
あ
り
、
こ
れ
が
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
八
月
、
岩
舩
山
高
勝
寺
八
世
を
兼
帯
す
る

東
叡
山
寛
永
寺
等
覚
院
十
五
世
至
塲
院
常
玄
の
撰
述
と
知
れ
る
。
し
か
し
執
毫
・
画
工

に
つ
い
て
は
知
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
そ
も
二
名
で
あ
る
の
か
、
北
山
平
洲
・
橘
友
雪
、

吉
田
伯
川
・
藤
原
因
定
と
み
る
べ
き
か
さ
え
明
ら
か
で
は
な
い
。

至
塲
院
常
玄
（
一
七
〇
四
―
一
七
五
三
）
に
つ
い
て
は
『
東
叡
山
子
院
現
住
法
脈
Ｇ
』

『
東
叡
山
寛
永
寺
歴
代
主
僧
記
』
に
略
伝
が
載
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
常
玄
は
常
陸
国
真

壁
郡
中
館
の
人
、
赤
羽
氏
。
初
名
義
順
ま
た
良
範
と
称
し
た
。
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）

十
一
月
寛
永
寺
寿
昌
院
堯
純
に
就
い
て
薙
髮
し
、
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
九
月
比
叡

山
清
泉
院
に
寓
し
て
修
行
し
、
同
十
一
年
正
月
刀
八
毘
沙
門
天
法
を
行
じ
て
し
ば
し
ば

応
験
を
得
、
そ
の
四
月
に
は
東
叡
山
に
還
っ
て
春
性
院
良
然
の
弟
子
と
な
り
、
名
を
常

玄
と
改
め
た
。
同
十
二
年
正
月
比
叡
山
安
禅
院
主
と
な
り
、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）

四
月
に
は
寛
永
寺
涼
泉
院
八
世
に
転
じ
、
さ
ら
に
同
四
年
八
月
寛
永
寺
等
覚
院
十
五
世

に
就
い
た
。
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
一
月
に
は
天
台
会
の
講
師
を
勤
め
た
が
、
延
享

三
年
（
一
七
四
六
）
三
月
病
を
得
て
鎌
倉
雪
下
に
隠
居
し
、
み
ず
か
ら
至
塲
院
と
号
し

た
。
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
等
覚
院
に
戻
り
、
十
月
四
日
そ
こ
で
歿
し
た
。
行
年
五

十
歳
、
等
覚
院
に
葬
ら
れ
た
。

岩
舩
山
は
室
町
期
の
『
桂
川
地
蔵
記
』（
下
巻8
）
に
「
我
カ
朝
ノ
狗ク

盧ル

尊
佛
ノ
率
都
婆
日

光
山
寺
ノ
不
動
尊
下
野
国
俊
野
庄

出イ
ツ

流ル

之
觀
音
岩下野
国舩
之
地
藏
等
皆
是
ノ
靈
驗
竒
特
之
石
像
也
」
と
記
さ

れ
て
い
て
、
そ
の
霊
験
は
古
く
か
ら
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。『
桂
川
地
蔵
記
』
に
は
寺

名
の
記
載
は
な
い
が
、
下
野
の
地
誌
と
し
て
最
初
の
河
野
守
弘
編
『
下
野
国
誌
』（
八

之
巻9
）
に
は
「
岩
舩
地
藏
堂
」
と
し
て
、「
近
世
ま
で
真
言
宗
な
り
し
を
、
故
有
て
天

台
宗
と
な
せ
り
」
と
あ
る
か
ら
、
天
台
宗
に
転
じ
て
岩
舩
山
高
勝
寺
を
称
し
た
の
で
あ

る
。
高
勝
寺
蔵
『
障
子
裏
紙
文
書
』
に
よ
る
と
、
歴
代
は
一
世
□
海
・
二
世
遵
海
・
三

世
周
海
・
四
世
諶
盛
・
五
世
慈
延
・
六
世
智
洞
・
七
世
良
然
・
八
世
常
玄
・
九
世
実
満

と
次
第
し
、
各
人
の
経
歴
を
『
東
叡
山
子
院
現
住
法
脈
Ｇ
』『
東
叡
山
寛
永
寺
子
院
歴

代
年
譜
』『
東
叡
山
寛
永
寺
子
院
歴
代
主
僧
記
』
等
に
よ
っ
て
閲
す
る
と
、
歴
代
住
職

は
東
叡
山
寛
永
寺
由
縁
の
、
と
く
に
凌
雲
院
ま
た
等
覚
院
の
法
脈
を
曳
き
、
か
つ
高
勝

寺
を
兼
帯
し
た
と
知
れ
る
。

『
下
野
州
岩
舩
山
縁
起
』
を
高
勝
寺
に
施
入
し
た
大
山
寺
学
頭
兼
檀
那
院
主
胤
海
は

凌
雲
院
三
世
を
経
歴
し
て
い
る
が
、
そ
の
前
任
凌
雲
院
二
世
周
海
は
、
胤
海
に
『
緣
起
』 

を
見
せ
た
二
世
遵
海
を
継
い
だ
高
勝
寺
三
世
周
海
で
あ
っ
て
、
遵
海
の
経
歴
は
明
ら
か

で
は
な
い
が
凌
雲
院
の
法
脈
に
連
な
る
人
で
あ
っ
た
と
推
量
で
き
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば

遵
海
が
胤
海
に
『
緣
起
』
を
見
せ
た
の
も
然
る
べ
き
意
図
が
あ
っ
て
の
故
と
思
わ
れ
、

胤
海
が
日
光
の
帰
途
に
道
を
佐
野
に
と
っ
て
岩
舩
山
に
登
拝
し
た
の
も
単
に
大
山
寺
地

蔵
と
一
体
分
身
の
岩
舩
地
蔵
を
拝
瞻
す
る
た
め
だ
け
で
は
な
か
っ
た
と
思
い
至
る
。
当

時
の
宗
門
に
お
い
て
胤
海
の
出
自
と
経
歴
ま
た
秀
で
た
文
才
は
周
知
の
こ
と
で
あ
っ
た

ろ
う
し
、
お
そ
ら
く
遵
海
は
夙
く
か
ら
『
緣
起
』
の
校
訂
再
編
を
そ
の
法
脈
を
通
じ
て

大
山
寺
学
頭
胤
海
に
依
頼
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
胤
海
が
短
い
奥
書
に
こ
と
さ

ら
「
Ｉ
帰
路
於
佐
野
郷
里
」
と
記
し
て
い
る
の
は
佐
野
所
在
の
春
日
岡
山
惣
宗
官
寺
に

立
ち
寄
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
惣
宗
官
寺
は
か
つ
て
慈
眼
大
師
の
高
足
亮
運

が
大
師
に
命
じ
ら
れ
て
領
し
た
名
刹
で
、
何
よ
り
亮
運
は
凌
雲
院
の
初
世
住
職
だ
っ
た

の
で
あ
る
。

四
世
諶
盛
の
法
脈
は
不
明
だ
が
十
万
人
講10
を
組
織
し
た
人
で
あ
り
、
五
世
慈
延
は
寛

永
寺
執
当
・
等
覚
院
十
三
世
を
経
歴
し
、
六
世
智
洞
も
寛
永
寺
執
当
を
経
歴
し
、
阿
波

大
杉
神
社
の
別
当
寺
で
あ
る
稲
敷
安
穏
寺
を
領
し
た
。
七
世
良
然
も
寛
永
寺
執
当
・
等

覚
院
十
四
世
を
経
歴
し
て
お
り
、
八
世
常
玄
は
等
覚
院
十
五
世
で
あ
っ
て
、
等
覚
院
の

法
脈
が
続
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
法
脈
の
上
に
等
覚
院
十
五
世
高
勝
寺
八
世
常
玄
に
至

っ
て
『
岩
舩
山
地
藏
菩
薩
縁
起
』
が
製
作
さ
れ
た
こ
と
は
注
視
し
て
よ
か
ろ
う
。
縁
起

絵
巻
の
製
作
に
当
た
っ
て
常
玄
が
多
く
の
史
料
を
閲
覽
し
た
こ
と
は
第
二
巻
の
細
字
注
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記
に
「
次
の
段
霊
験
利
益
の
品
〻
は
當
山
の
記
録
に
傳
へ
し
事
Ｙ
は
口
碑
に
傳
へ
て
」

と
あ
る
か
ら
、「
當
山
の
記
録
」「
口
碑
」
等
々
を
依
用
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、

し
か
し
不
思
議
に
も
寺
重
宝
の
は
ず
の
聖
護
院
門
跡
照
髙
院
宮
道
晃
法
親
王
筆
『
下
野

州
岩
舩
山
縁
起
』
や
胤
海
・
遵
海
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
い
。
歴
代
の
う
ち
そ
の
名
が

見
え
る
の
は
四
世
諶
盛
・
六
世
智
洞
・
七
世
良
然
・
常
玄
当
人
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も

講
を
組
織
し
た
り
、
堂
舎
再
建
や
出
開
帳
に
尽
力
す
る
な
ど
衆
庶
教
化
と
資
金
勧
募
に

功
績
の
あ
っ
た
住
持
た
ち
な
の
で
あ
る
。
実
成
院
胤
海
に
よ
っ
て
『
下
野
州
岩
舩
山
縁

起
』（
一
巻
）
が
施
入
さ
れ
て
か
ら
七
十
五
年
の
歳
月
を
経
て
『
岩
舩
山
地
藏
菩
薩
縁

起
』（
全
五
巻
）
が
成
っ
た
。
こ
の
両
者
に
は
そ
の
性
格
に
大
き
な
差
異
が
あ
る
。『
下

野
州
岩
舩
山
縁
起
』
は
『
岩
舩
山
地
藏
菩
薩
縁
起
』
第
一
「
下
野
州
都
賀
郡
駒
場
郷
岩

舩
山
來
由
」
と
同
様
の
内
容
に
留
ま
る
が
、『
岩
舩
山
地
藏
菩
薩
縁
起
』
は
巻
次
を
追

う
ご
と
に
詞
書
と
絵
相
に
衆
庶
の
姿
が
活
写
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
高
勝
寺
の
歴
史
の
変

遷
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、
絵
相
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
絵
巻
制
作
の
視
点
が
明
ら
か

に
境
内
寺
中
か
ら
境
外
巷
間
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
岩
舩

山
高
勝
寺
が
貴
賤
の
隔
て
な
い
民
衆
寺
院
に
変
貌
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

明
治
に
な
っ
て
、
廃
仏
毀
釈
の
打
撃
を
受
け
て
沈
淪
す
る
仏
刹
の
再
興
支
援
の
た
め
に

石
像
地
蔵
八
万
四
千
体
造
立
の
大
誓
願
を
発
願
し
た
寛
永
寺
浄
名
律
院
の
妙
運
無
庵11
が

岩
舩
山
に
二
体
も
建
て
て
い
る
の
は
、
岩
舩
山
が
紛
れ
も
な
い
地
蔵
信
仰
の
霊
地
で
あ

り
、
高
勝
寺
が
類
ま
れ
な
庶
民
信
仰
の
寺
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
し
て
い
る
。

な
お
『
下
野
州
岩
舩
山
縁
起
』（
一
巻
）・『
岩
舩
山
地
藏
菩
薩
縁
起
』（
全
五
巻
）
の

法
量
を
一
覧
後
掲
す
る
。
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
十
月
六
日
の
調
査
に
基
づ
く
も

の
で
、
調
査
は
昭
和
女
子
大
学
由
縁
の
阿
部
美
香
・
宮
本
花
恵
・
樽
見
知
佳
・
寺
津
麻

理
絵
・
松
本
麻
美
・
千
代
田
聡
子
の
六
氏
に
よ
る
。
な
お
ま
た
近
年
、
高
勝
寺
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
壮
大
な
計
画
の
も
と
に
高
勝
寺
所
蔵
縁
起
類
の
デ
ジ
タ
ル
複
本
作
成
事
業
を

進
め
ら
れ
て
い
る
と
聞
く
。
大
事
業
の
成
就
を
祈
り
、
岩
船
山
文
化
が
深
く
広
く
探
究

さ
れ
る
こ
と
を
望
蜀
す
る
も
の
で
あ
る
。

注1
　 

す
で
に
翻
刻
が
あ
る
。
栃
木
県
郷
土
文
学
研
究
会
（
細
矢
藤
策
氏
担
当
）「
岩
船
山
地
蔵

菩
薩
縁
起
」（「
国
語
―
教
育
と
研
究
」
第
十
四
号
、
一
九
七
四
年
、
栃
木
県
高
等
学
校
教

育
研
究
会
国
語
部
会
事
務
局
）。

2
　 

施
薬
院
家
の
こ
と
は
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』（
巻
一
一
九
〇
）「
丹
波
氏
施
薬
院
」
の
所
伝

に
據
る
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
参
照
。

3
　 『
東
叡
山
子
院
現
住
法
脈
Ｇ
』（
天
台
宗
典
刊
行
会
編
「
天
台
宗
全
書
」
第
二
十
四
巻
所
収
。

一
九
七
四
年
五
月
、
第
一
書
房
）・『
東
叡
山
寛
永
寺
子
院
歴
代
年
譜
』（
天
台
宗
典
編
纂

所
編
「
続
天
台
宗
全
書
」
史
伝
3
所
収
。
二
〇
一
八
年
四
月
、
春
秋
社
）・『
東
叡
山
寛
永

寺
子
院
歴
代
主
僧
記
』（
同
右
）・『
大
山
寺
本
院
西
楽
院
要
用
雜
録
』（
南
波
睦
人
氏
編
刊

『
大
山
寺
本
院
西
楽
院
要
用
雑
録
―
読
み
下
し
文
と
難
語
句
の
解
説
』〈
一
九
九
六
年
十
二

月
〉
所
収
）。

4
　 

肥
前
松
平
文
庫
蔵
『
東
照
宮
大
権
現
五
十
回
御
忌
辰
日
記
』
に
據
る
。
国
文
学
研
究
資
料

館
マ
イ
ク
ロ
デ
ジ
タ
ル
参
照
。

5
　
高
勝
寺
所
蔵
『
障
子
裏
紙
文
書
』
に
據
る
。

6
　 

中
院
家
の
こ
と
は
京
都
大
学
図
書
館
蔵
「
中
院
文
庫
」
所
収
『
中
院
通
茂
記
』『
中
院
通

村
日
記
』『
系
図
』
等
に
據
る
。
京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
参
照
。

7
　 

照
髙
院
宮
道
晃
の
こ
と
は
首
藤
善
樹
氏
『
修
験
道
聖
護
院
史
辞
典
』（
二
〇
一
四
年
八
月
、

岩
田
書
院
）
に
據
る
。

8
　
尊
経
閣
叢
刊
『
桂
川
地
蔵
記
』。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
参
照
。

9
　
下
野
国
誌
刊
行
会
刊
『
下
野
国
誌
』。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
参
照
。

10
　 

林
京
子
氏
「
岩
船
山
高
勝
寺
『
岩
舩
山
地
蔵
菩
薩
縁
起
』
第
一
の
成
立
に
つ
い
て
」（「
宗

教
民
俗
研
究
」
第
二
九
号
、
二
〇
一
八
）
に
よ
る
と
、
三
途
河
原
地
蔵
堂
近
く
の
石
造
地

蔵
一
基
に
「
高
勝
寺
第
四
世
権
大
僧
都
竪
者
法
印
諶
盛
、
于
時
正
徳
元
年
辛
卯
年
八
月
二

十
四
日
願
主
梵
蓮
社
法
譽
蓮
照
大
徳
（
地
蔵
種
字
）
奉
造
立
岩
舩
山
十
萬
人
講
供
養
佛
」

と
彫
ら
れ
て
い
る
由
で
あ
る
。

11
　 

中
川
光
輪
氏
『
地
藏
比
丘
の
餘
影
』（
一
九
一
三
年
三
月
、
浄
名
院
）
に
妙
運
の
歌
詠
が

載
る
。

　
　
　
　
　
　
○
岩
舟
山
に
造
立
の
地
藏
尊
に

　
　
　
　
・
未
來
際
く
ち
ぬ
誓
ひ
を
立
て
し
よ
り
岩
舟
山
に
跡
や
と
ゝ
め
ん

　
　
　
　
・
た
と
り
來
る
人
を
は
乘
せ
て
地
藏
尊
生
死
の
海
を
わ
た
る
岩
船

　
　
　
　
・
朝
夕
に
來
て
た
の
み
な
は
皆
人
の
四
百
四
病
の
苦
を
や
救
は
ん

　
　 

飯
田
聖
音
氏
『
八
萬
四
千
體
地
藏
尊
緣
起
』（
一
九
二
八
年
三
月
、
上
野
浄
名
院
）、
関
口

靜
雄
「
玉
川
大
学
教
育
学

術
情
報
図
書
館
蔵
『
本
譽
空
無
上
人
衜
影
贊
』
翻
刻
と
解
題
」（「
学
苑
」
九
五
八
号
、

二
〇
二
〇
年
八
月
）
に
妙
運
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
。
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〔
翻
刻
凡
例
〕

一
、 

岩
船
山
高
勝
寺
所
蔵
『
下
野
州
岩
舩
山
縁
起
』（
一
巻
）
及
び
『
岩
舩
山
地
藏
菩
薩
縁
起
』 

（
全
五
巻
）
の
翻
刻
文
を
示
し
、
全
巻
の
影
印
を
掲
出
し
た
。

一
、 
原
文
の
行
取
に
従
い
、
行
頭
に
番
号
を
付
し
た
。
但
し
空
行
は
行
数
に
入
れ
な
い
。

一
、
原
文
の
表
記
を
尊
重
し
、
明
ら
か
な
誤
り
も
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
。

一
、
合
字
は
「
Ａ
」（
シ
テ
）
の
み
採
り
、
以
外
は
通
行
の
表
記
に
改
め
た
。

一
、
判
読
不
能
の
文
字
は
字
数
分
の
空
格
（
□
）
を
置
い
た
。
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